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ク，多年生のキシュウスズメノヒエが，
中山間地では，一年生のツユクサ類，
オヒシバ，アサガオ類，オオアレチノ
ギク，ホオズキ類があげられていた。

6. まとめ

2022 年度に実施したアンケート調
査の結果，いずれの地域においても，
水田畦畔の雑草管理に薬剤（グリホ
サート系除草剤とグルホシネート系除
草剤を中心に他の薬剤も補助的に加え
る形）が使用されていることが明らか
となったが，中山間地については，平
野部に比べて使用回数は少ない傾向が
認められた。一方，草刈りの年間回数
については，25 年前の現地調査結果
とほとんど変わっておらず，現時点で
はまだ総管理回数の低減化には至って
いないようである。
地域別の薬剤の使用状況をみると，
例えば北海道地域ではグリホサート系
除草剤とMCPソーダ塩の組み合わせ
が多く使用され，他の地域で多く使わ
れているグルホシネート系除草剤がほ
とんど使われていないなど地域による
違いがあることが判った。また，農家
ごとの除草剤使用状況のデータから，
グリホサート系除草剤とグルホシネー
ト系除草剤のローテーション使用やグ
リホサート系除草剤とMCPソーダ塩
や 2,4-PA の組み合わせ処理が多く行
われていることが判ったが，一部では
同系統の薬剤のみを連用している例も
認められ，この点については除草剤抵

抗性雑草の発生抑制の面から改善が望
まれる。
水田畦畔における発生雑草の面で
は，除草剤の使用が少なかった 1997
年の現地調査では，草刈りに対し耐性
を持つチガヤやコヌカグサなどの多年
生イネ科やヨメナ，オオジシバリなど
草高の低い多年生広葉が多く見られた
が，除草剤を用いた管理が広く普及し
てきた 2022 年度のアンケート調査で
は，除草剤散布によって既存植生が枯
れた後に発生してくるメヒシバやノビ
エ，クサネム，アメリカセンダングサ
などの一年生や広く使われているグリ
ホサート系除草剤がもともと効きにく
いスギナ，イボクサ，ツユクサなどが
上位を占めるようになってきているこ
とが判った。また，ナガエツルノゲイ
トウやヒレタゴボウなどの新たな外来
植物も関東以西の温暖地を中心に目立
つようになってきている。さらに，以
前には目立たなかったオヒシバが関東
地域などで急速に目立つようになって
きており，九州地域で除草剤が効かな
い草種としてあげられているオオアレ
チノギクや東海地域のネズミムギも含
め，これらについてはグリホサート抵
抗性バイオタイプ（除草剤抵抗性雑草
研究会ホームページ）が発生している
可能性を示唆するものと考えられる。
近年，担い手農家への集約により水
稲栽培の大規模化はますます進んでい
る。田植同時散布，ジャンボ剤など拡
散性の高い除草剤の利用やドローンを

使った除草剤散布などにより，本田内
の雑草管理は極めて効率的に行えるよ
うになってきたが，水田畦畔の雑草管
理については，表 -2 に示すように年
平均 4回以上と未だに手間のかかる
作業となっているのが現状である。高
齢化と大規模化の進む生産現場で今後
も持続的に水田畦畔の雑草管理を行っ
ていくためには，適切に薬剤を利用し
た的確で効率的な管理手法を開発・普
及していく必要があろう。さらに本文
では触れなかったが，水田畦畔では水
田畦畔用として農薬登録された薬剤を
使用する必要があり，「農薬登録され
ていない除草剤」などは使用できない。
以上の点について，関係機関の皆さま
には，より一層のご指導・ご協力をお
願いする次第である。
最後に，今回のアンケート調査の実
施にあたり，各都道府県の農業関係普
及部門の皆さま方には，お忙しい中，
多数の貴重なデータを収集していただ
きありがとうございました。この場を
借りて深く感謝申し上げます。
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サギゴケ科サギゴケ属の多年草。在来種で北海道から九州
までの日当たりの良いやや湿った畦畔や芝地．草地などで生
育。匍匐茎で広がり，群生していることが多い。背丈は 10 ～
15cm。花期は春から初夏，花色はまれに白色がみられるがほ
とんどは紅紫色で，その花色から別名ムラサキサギゴケともい
う。長さ 1.5 ～ 2cm，上にめくれて深裂した小さな上唇と，3
裂した大きな下唇からなる唇形花で，下唇の中央部は隆起し黄
褐色の目立つ斑紋がある。
4本の雄蕊と 1本の雌蕊があり，雌蕊の柱頭は二枚貝を開い
たように 2つに割れ，触れると閉じる柱頭運動がある。花粉
を確実に取り込むための役割であると考えられるが，春，サギ
ゴケの花を見つけたらすぐそばにあるイネ科の葉の尖った先で
開いた柱頭を突いてみるといい。しばらくするとゆっくりと閉
じてくるのが確認できる。
全国に「鷺」の字の付く駅は 3駅ある。東急電鉄の鷺沼駅
と西武新宿線の鷺ノ宮駅，それと筆者の郷里を走る南海高野線
にある白鷺駅である。「白鷺」の駅名は，かつて駅周辺の田園
に白鷺の群れが多くみられたことが由来である。
白鷺駅ができる前，中

な か も ず

百舌鳥運動場前という臨時駅があった。
しかしほとんど使われることもなく 9年で廃止になった。廃
止後，駅舎が取り壊され，ホームの形をした盛土が残った。母
の実家がこの先にあったことから，その行き帰りに盛土だけに

なった駅の前を電車で通り過ぎることがあった。もちろん駅で
はないので停まることはないが，走る電車から車窓を眺めてい
ると，時折，ホームの形をした草に覆われた盛土の向こうに，
おそろいの服装で走り回っている人たちが見えた。当時はその
人達が何者かは分からなかったが，後になって，彼らはプロ野
球団南海ホークス（現　福岡ソフトバンクホークス）の二軍選
手たちで，そこは南海ホークスの二軍球場であることを知った。
そのホームの形をした盛土は，いつも丁寧に管理されていた。

木が生えることはなく背の高いイネ科やキク科の草が生えるこ
ともなかった。いつも盛土のプラットホームの形が維持され，
ホームへ上がる斜面もはっきりと分かった。
ある天気のいい春の日，電車が同じようにその盛土のプラッ

トホームの前を走った時，いつもは緑色のプラットホームに薄
い紫色が重なって見えた。なんだろうと目を凝らしている間に
電車は走り過ぎた。帰路，窓を開け放して目を凝らしていると，
プラットホーム一面に紫色の小さな花のようなものが見えた。
白鷺駅ができてから 60 年が過ぎ，周辺は大きく変わった。

団地が増えショッピングセンターが開設されかつての田園風景
は全くなくなってしまった。それでも，春になると駅周辺の
ちょっとした空き地にはサギゴケの紫色の花が絨毯を敷いたよ
うに咲いている。あの盛土のプラットホームに咲いていたのも
その紫のサギゴケであったのであろう。
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